
平成 28 年度 「海友丸航海記」 

 

 2 ヶ月という長い航海に、当初不安が絶えませんでしたが、心強い教官や船員の

方々に支えられ、出港から数日が経った今では、とても充実した船内生活を送って

います。まだまだ分からないことや辛いこともありますが、日々努力と工夫で頑張

りたいと思います。 

実習生 I・K 

 

航海実習が始まり、数日が経過しました。食事をしっかり摂ることや睡眠時間な

ど健康管理にきをつけるなど、生活リズムをできるだけ一定にし、前回の乗船実習

で得た経験を生かして改善しています。今回は船酔いをすることもなく順調に実習

を行うことができています。この調子で、漁ろう実習も頑張りたいと思います。 

実習生 A・G 

 

出港して、はや 1 週間が経ち、当直、作業、学習など頑張っています。もう少し

で漁ろう実習も始まります。2 年次の乗船実習より学ぶことが多くて驚いています。

まだ始まったばかりなので気合をいれて頑張っていきたいと思います。 

実習生 I・K 

 

 私はこの数日間で、１年前の航海実習を思い出し、懐かしさを感じるとともに、

あらためて航海の厳しさを実感しました。２日目の時には私たちの仲間が船酔いで

苦しんでいましたが、日々を過ごすうちに慣れてきました。もうしばらくすると漁

ろう実習が始まります。それまでには万全に体調を整えて臨みたいと思います。 

実習生 I・T 

 

  

 

 鹿児島を抜け太平洋へ、比較的穏やかな天候が続いています。船酔いする生徒が

数名いましたが、食事など十分に摂り、船内生活にも馴染んできました。２年次の

乗船実習の経験から日課も戸惑うことなく順調に行っており、これからが楽しみで

す。２カ月後、元気な姿で帰港できるよう指導していきたいと思います。 

指導教官 


